





























Unified Parkinson's Disease Rating Scale (UPDRS)、modified 


















いて検討した。【方法】14 例の AFL 患者を対象とし、pAF 既往群
（pAF group，９例）、pAF 非既往群（non-pAF group, ５例）の２群
に分けた。AA間隔は低位外側右房にて30 秒記録し、A-wave 
alternans は AA間隔について高速フーリエ変換を行い、0.5 
cycle/beat における値の平方根で表した。【結果】A-wave alternans 
はpAF group において、non-pAF group に比して有意に高値であっ
た（51.0±34.8 vs．15.0±12.0 msec，p＜0.05）。【結論】 A-wave 
























synchrogramおよび Shannonエントロピーに基づく Cross Mutual 
Information（CMI）を提案し、ヒト歩行運動時の心拍、呼吸、筋活動
間の協調様式の推定に応用した。また、心拍－筋運動リズム間の位
相同期現象（CLS）が生ずるメカニズムを明らかにするために心拍
リズムの筋活動に対する位相依存特性を解析した。CLS時には心
拍リズムと歩行リズム間の CMIが高くなり協調が強化された。ま
た心拍リズムゆらぎは減弱し、心拍－呼吸リズム間の CMIは低下
した。心拍－呼吸リズム間は相互作用しあうこと、歩行リズムは心
拍リズムに対して影響を及ぼすが、心拍リズムから歩行リズムへの
影響は非常に弱く単方向性であると結論した。heartbeatsの筋活動
周期に対する出現位相は筋収縮相を避ける時相に集中することが示
唆された。CLSは筋活動が心周期の拡張期に生ずると心拍が位相
遅れを示すことで理論的に説明可能であり、そのメカニズムとして
迷走神経を抑制するような筋からの反射機構が推定された。
